
令 和 ６ 年 ６ 月 2 1 日

鹿児島県公安委員会

１ 前生活安全部長の被告事件について、県警察から調査状況の報

告を随時受けてきた。その中で、本部長が隠蔽を指示したと判断

する事実は認められない。

ただ、当該被告事件によって、県警察の組織運営の適正に対す

る懸念が広まっていることは事実であり、県警察においては、こ

れを早急に払拭されるよう要望する。

２ 県公安委員会としては、一刻も早く、県警察が非違事案の原因

の分析を行い、その結果を踏まえた実効性のある再発防止対策及

び組織の健全性を高めるための具体的かつ抜本的な対策を実施す

ることを求め、その推進状況を管理していく。

３ また、各級幹部に対し平素から部下職員との意思疎通を十分に

図るなど，県警察が組織として報告や相談がしやすい環境の醸成

と，必要な指揮監督により，職員の規律の保持及び業務の適正な

遂行に遺漏なきことも併せて強く要望する。

以 上


